
  

1 

 

  

 

  

 

 
 

   

こ
と
に
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事
務
局 

山
﨑 

隆
司 

健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
の
巻
頭
言
に
初

登
場
の
山
﨑
隆
司
で
す
。 

４
年
前
、
会
社
人
間
で
あ
っ
た
私
が
、

今
ま
で
と
は
全
く
違
う
世
界
で
残
り
の

人
生
を
歩
み
た
い
と
考
え
、
あ
る
出
会

い
か
ら
、
練
馬
区
主
催
の
「
地
域
福
祉

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
カ
レ
ッ
ジ
練
馬
（
パ
ワ

カ
レ
）」
に
入
学
し
、
２
年
間
の
地
域
福

祉
活
動
の
実
態
を
学
ん
だ
卒
業
式
で
青

木
名
誉
会
長
に
初
め
て
お
会
い
し
、
健

生
会
へ
の
入
会
の
お
誘
い
を
受
け
ま
し

た
。
当
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
社

会
貢
献
）
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
卒
業
後

は
具
体
的
な
活
動
を
実
践
し
た
い
と
考

え
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
こ
の
出
会

い（
御
縁
）を
大
切
に
し
よ
う
と
考
え
、

２
年
前
に
健
生
会
に
入
会
し
ま
し
た
。 

 

私
は
、
会
社
の
現
役
時
代
は
ボ
ラ
ン 

        テ
ィ
ア
と
は
無
縁
で
し
た
が
、
パ
ワ
カ

レ
時
代
に
、
練
馬
社
会
福
祉
協
議
会
の

紹
介
で
、
外
出
が
困
難
な
将
棋
好
き
な

父
親
を
介
護
中
の
娘
さ
ん
か
ら
、
自
宅

で
の
将
棋
相
手
を
し
て
欲
し
い
と
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
週
１
日
の
訪
問
で

し
た
が
、
父
親
が
楽
し
そ
う
な
姿
が
嬉

し
い
と
い
う
娘
さ
ん
の
笑
顔
に
触
れ
、

自
分
が
頼
ら
れ
て
い
る
喜
び
を
実
感
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
相
手
の
為
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
為
で
も
あ
る
こ

と
が
理
解
出
来
ま
し
た
。 

私
は
、
今
ま
で
も
、
出
会
い
を
大
切

に
し
て
生
き
て
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
人
生
最
初
の
出
会
い
は
両

親
で
す
。
私
を
生
ん
だ
両
親
の
出
会
い

が
な
け
れ
ば
、
自
分
は
こ
の
世
に
誕
生

し
て
い
ま
せ
ん
。
両
親
も
、
夫
々
両
親

の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
生
ま
れ
て
い
な

い
訳
で
す
が
、
１
０
代
遡
る
と
１
０
０

０
人
の
人
達
（
祖
先
）
の
出
会
い
が
私 

        の
誕
生
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
２
０
代

遡
る
と
、
そ
の
人
の
数
は
１
０
０
万
人

に
な
り
ま
す
。
驚
き
の
数
字
で
す
。
多

く
の
御
縁
の
お
陰
で
、
今
、
自
分
が
生

き
て
い
る
訳
で
す
。
さ
て
、「
時
は
流
れ

な
い
、
時
は
積
み
重
な
る
」、
と
言
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
は
取
る
も
の
で

は
な
く
、
重
ね
る
も
の
。
樹
木
の
よ
う

に
１
年
１
年
を
積
み
重
ね
、
そ
の
生
き

た
証
と
し
て
き
れ
い
な
年
輪
を
刻
ん
で

い
く
様
に
、
様
々
な
出
会
い
の
中
で
人

生
を
歩
み
た
い
も
の
で
す
。
年
齢
を
重

ね
る
こ
と
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
て
い
く
知

能
を
「
結
晶
性
知
能
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
心
豊
か
に

生
き
て
い
く
た
め
の
根
本
と
も
い
え
る

認
知
機
能
で
す
。
こ
の
知
能
は
、
年
齢

を
重
ね
な
い
と
蓄
積
さ
れ
な
い
（
従
っ

て
、
若
者
に
は
な
い
）
知
能
で
あ
り
、

宝
石
が
結
晶
化
し
て
輝
き
を
増
し
て
い

く
こ
と
に
準
え
て
命
名
さ
れ
た
様
で
す
。 

環
境
に
対
応
し
て
、
幸
せ
に
生
き
て
い

く
た
め
の
脳
機
能
で
あ
り
、
８
０
歳
を

超
え
て
も
伸
ば
し
続
け
る
こ
と
が
出
来

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
人
生
を
歩
む
為
に
も
、
こ

の
結
晶
性
知
能
を
鍛
え
て
行
き
ま
し
ょ

う
。
１
０
５
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
聖

路
加
病
院
の
日
野
原
重
明
氏
の
説
に
よ

る
と
、
昔
の
時
代
に
比
べ
、
現
代
は
実

年
齢
が
７
掛
け
時
代
の
様
で
す
。 

つ
ま
り
、
人
生
１
０
０
歳
時
代
に
生
き

る
我
々
は
、
昔
の
古
希
（
７
０
歳
）
が
、

今
の
１
０
０
歳
だ
と
い
う
事
で
す
。 

従
っ
て
、
８
０
歳
を
過
ぎ
て
も
、
未
だ

昔
の
５
６
歳
程
度
（
＝
８
０
歳×

０
・

７
）
だ
と
い
う
事
で
す
。 

私
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
考
え
る
と
、

「
今
日
が
一
番
若
い
日
で
あ
る
」
と
考

え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
感
動
す
る

心
と
感
謝
の
気
持
ち
を
大
事
に
、
笑
顔

を
大
切
に
、
元
気
で
暮
ら
し
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。
出
会
い
は
人
生
を
豊
か

に
し
ま
す
。
今
日
も
又
、
明
日
も
又
、

新
し
い
出
会
い
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。 

健
生
会
も
多
く
の
人
達
に
支
え
ら

れ
て
、今
年
３
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
長
い
間
、
会
員
同
士
の
様
々
な
人

生
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

私
も
健
生
会
活
動
を
通
じ
、
皆
様
と
の

様
々
な
出
会
い
を
今
後
共
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 
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■
「
健
康
便
り
」 

健
康
長
寿
秘
訣
研
究
会 

松
島 

勇
次 

世
界
長
寿
国
の
実
態  

和
食
の
世
界
無
形
国
連
教
育
・
科
学
・

文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
ア
メ
リ
カ
の

二
ュ
ー
ヨ
ー
ク
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
に
て
、和
食
の
Ｐ
Ｒ
エ
ベ
ン
ト
開
催
。

京
都
の
老
舗
料
亭
が
桜
の
宴
と
題
し
て
、

蒸
し
物
、
ち
ら
し
寿
司
、
ゴ
ボ
ウ
の
す

り
流
し
な
ど
１
１
種
類
を
ア
メ
リ
カ
人

約
９
０
人
に
美
し
い
盛
り
付
け
や
繊
細

な
味
付
け
を
披
露
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

和
食
が
世
界
に
誇
れ
る
文
化
を
確
信
し

ま
し
た
。
海
外
で
は
、
和
食
の
人
気
が

高
ま
っ
て
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
み
そ

や
し
ょ
う
ゆ
、
ワ
サ
ビ
、
ゆ
ず
、
昆
布

な
ど
を
使
う
一
流
シ
ェ
フ
が
増
え
て
い

ま
す
。海
外
の
和
食
店
も
増
え
て
い
て
、

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
の

調
査
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
、
和
食

店
数
約
１
５
０
０
０
店
、
フ
ラ
ン
ス
は

約
１
０
０
０
店,

イ
ギ
リ
ス
で
も
５
０

０
店
以
上
あ
っ
て
、
和
食
を
目
的
に
訪

日
観
光
客
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
外

国
人
観
光
客
が
訪
日
時
に
期
待
し
た
事

で
、
最
も
人
気
の
あ
る
の
は
食
事
でⅠ

位
が
寿
司
だ
っ
た
。
海
外
で
和
食
人
気

が
高
ま
る
一
方
で
、
日
本
人
の
和
食
離

れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ガ
ス
都
市
生
活

研
究
所
が
、
首
都
圏
で
約
３
３
０
０
人

に
行
っ
た
調
査
で
は
、
毎
日Ⅰ

回
味
噌

汁
を
飲
み
た
い
と
い
う
人
が
約
６
５
％

に
下
が
り
、
特
に
２
０
代
で
は
半
数
以

下
で
し
た
。
朝
食
に
パ
ン
か
ご
飯
の
問

い
に
は
、ご
飯
は
３
４
％
に
に
減
少
し
、

パ
ン
食
は40

％
に
増
加
し
ま
し
た
。
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
だ
け
の
朝

食
や
昼
食
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
焼
き
そ

ば
の
夕
食
。
箸
を
き
ち
ん
と
使
え
な
い

子
供
、
そ
し
て
家
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好

き
な
も
の
を
ば
ら
ば
ら
の
時
間
で
食
べ

る
。
家
族
が
食
卓
を
囲
ん
で
、
一
汁
三

菜
を
基
本
と
す
る
食
事
の
理
想
か
ら
ほ

ど
遠
い
食
の
世
界
遺
産
登
録
で
日
本
人

が
和
食
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
和
食
の
特
徴
１
．
自
然
の

尊
さ 

２
．
だ
し
を
使
う
な
ど
、
食
材

の
持
ち
味
を
引
き
出
す
工
夫
が
発
達 

３
．
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ
、
日
本
酒
な
ど

風
土
に
即
し
た
発
酵
食
が
発
達
し
て
い

る
４
．
味
噌
汁
、
魚
や
野
菜
な
ど
の
お

か
ず
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
成 

５
．動
物
性
油
脂
を
多
用
し
な
い 

６
．

料
理
に
葉
や
花
を
あ
し
ら
い
、
美
し
く

盛
り
付
け
る
表
現
の
発
達 

７
．
季
節

感
を
出
す
た
め
、
季
節
に
合
っ
た
食
器

を
使
い
部
屋
の
し
つ
ら
え 

８
．
正
月

や
田
植
え
な
ど
の
関
連 

９
．
食
事
の

時
間
を
共
有
し
て
家
族
や
地
域
の
コ
ミ

ニ
ュ
テ
イ
ー
の
絆
を
作
る
。 

    

■ 

大
江
戸
花
め
ぐ
り
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
橋 

昌
子 

６
月
２
２
日
（
土
）
９
時
、
大
江
戸
線

練
馬
駅
を
１
０
名
で
出
発
、
代
官
山
駅

で
市
川
先
生
と
合
流
す
る
。 

代
官
山
駅
は
、
名
前
の
と
う
り
山
の
上

に
出
来
た
駅
だ
そ
う
で
、
駅
か
ら
１
５

分
程
歩
い
た
所
に
、
旧
朝
倉
家
住
宅
が

あ
り
ま
す
。 

朝
倉
邸
は
明
治
に
米
穀
商
を
営
み
、

財
を
な
し
て
、
大
地
主
と
な
り
、
後
に

政
治
家
と
な
っ
た
朝
倉
虎
次
郎
に
よ
っ

て
大
正
８
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

２
階
建
て
木
造
建
物
と
回
遊
式
庭
園
公

園
に
な
っ
て
い
て
、
春
は
ツ
ツ
ジ
、
秋

は
モ
ミ
ジ
を
楽
し
む
事
が
出
来
る
そ
う

で
す
。
明
治
か
ら
昭
和
３
０
年
頃
ま
で

に
建
設
さ
れ
た
大
き
な
邸
宅
の
特
徴
を

顕
著
に
表
し
て
い
ま
す
。
今
は
渋
谷
区

が
管
理
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
か

ら
少
し
歩
く
と
２
つ
の
大
使
館
が
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
、

も
う
１
つ
の
エ
ジ
プ
ト
ア
ラ
ブ
大
使
館

の
玄
関
前
に
は
、
小
さ
な
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
の
石
像
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

エ
ジ
プ
ト
大
使
館
の
直
ぐ
側
の
一
角

に
昭
和
の
歌
姫
と
言
わ
れ
た
、
美
空
ひ

ば
り
の
ひ
ば
り
御
殿
が
あ
り
ま
す
。 

今
、
自
宅
は
記
念
館
と
し
て
解
放
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
道
路
か
ら
見
え
る
玄
関

前
に
は
、
生
前
に
使
わ
れ
て
い
た
、 

「
リ
ム
ジ
ン
」
の
車
が
綺
麗
に
磨
か
れ

て
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

代
官
山
の
西
郷
山
公
園
は
西
郷
隆
盛
の

弟
、
従
道
（
つ
ぐ
み
ち
）
が
兄
の
再
起

に
備
え
て
準
備
し
た
土
地
で
し
た
。 

桜
島
の
溶
岩
で
作
っ
た
記
念
碑
が
出
身

地
、
鹿
児
島
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

今
は
芝
生
広
場
と
瀧
や
展
望
台
も
あ
り
、

天
気
の
良
い
日
は
、
富
士
山
も
見
る
事

が
出
来
る
そ
う
で
す
。 

 

代
官
山
Ｔ
サ
イ
ト
は
蔦
屋
書
店
を
中

核
と
し
た
、
本
、
映
画
、
音
楽
と
い
っ

た
内
容
を
中
心
に
豊
か
な
生
活
を
提
案

す
る
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
提
案
形
商
業

施
設
」
で
す
。
木
々
に
囲
ま
れ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
こ
に
居
る
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
本
で
も
読
ん
で
い
る
と
１
日
中
過
ご

せ
そ
う
で
す
。
代
官
山
は
古
い
物
と
新

し
い
物
、
民
家
と
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

や
、
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
が
程
よ
く
調
和
さ
れ
て
い
る
、
と

て
も
フ
ア
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
街
で
す
。 

昼
食
は
恵
比
寿
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
、「
ビ
バ
ー
チ
ェ
」
で
頂
き
、
そ
の

後
、
解
散
に
な
り
ま
し
た
。 
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８
月
１
５
日 

忘
れ
て
は
い
け
な
い
多
数
の
犠
牲
者
を

出
し
た
戦
争
、
１
９
４
５
年
８
月
１
５

日
正
午
、
昭
和
天
皇
は
ラ
ジ
オ
を
通
じ

日
本
の
戦
争
の
降
伏
を
国
民
に
伝
え
た
。

満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦

争
へ
と
拡
大
し
た
戦
争
は
、
１
５
年
に

お
よ
ん
だ
。
政
府
に
よ
る
と
日
本
の
戦

没
者
は
軍
人
・
軍
属
、
２
３
０
万
人
、

民
間
人
８
０
万
人
、
ア
ジ
ア
・
欧
米
諸

国
に
も
多
く
の
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
。

政
府
は
６
３
年
か
ら
毎
年
８
月
１
５
日

に
全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
催
し
、
８
２

年
に
こ
の
日
を
「
戦
没
者
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
願
す
る
日
」
と
す
る
こ
と
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。 

世
界
で
初
め
て
ア
メ
リ
カ
が
、
日
本

の
広
島
と
長
崎
に
原
子
爆
弾
を
投
下
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
広
島
は
推
定
１
４
万

人
前
後
の
人
が
亡
く
な
る
か
、
行
方
不

明
と
な
り
市
民
の
お
よ
そ
半
分
相
当
。 

広
島
投
下
、
１
９
４
５
年
（
昭
和
２
０

年
８
月
６
日
）
午
前
８
時
１
５
分 

長
崎
投
下
、
１
９
４
５
年
（
昭
和
２
０

年
８
月
９
日
）
午
前
１
１
時
０
２
分 

毎
年
８
月
に
両
県
と
も
平
和
記
念
式
典

を
開
催
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も 

放
映
さ
れ
、
そ
の
時
は 

私
も
、
一
緒
に
黙
祷
し 

ま
す
。 

記 

内
田
稚
代 

 

 

《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》 

第
８
３
回 

 

高
田 

健
治 

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
バ
ー
」 

１
８
８
０
年
代
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ

ュ
に
沸
く
オ
レ
ゴ
ン
州
、
最
強
の
殺
し

屋
と
言
わ
れ
た
シ
ス
タ
ー
ズ
兄
弟
、
兄

イ
ー
ラ
イ
と
弟
チ
ャ
ー
リ
ー
は
、
提
督

と
呼
ば
れ
る
男
か
ら
内
密
の
依
頼
を
受

け
、
金
を
見
分
け
る
化
学
式
を
見
つ
け

た
化
学
者
ウ
オ
ー
ム
を
追
う
。
先
行
し

て
い
た
男
モ
リ
ス
と
捕
ま
え
る
。だ
が
、

金
を
手
に
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

想
い
を
持
ち
な
が
ら
４
人
は
自
身
も
知

ら
な
か
っ
た
欲
望
が
溢
れ
、
黄
金
に
魅

せ
ら
れ
立
場
を
超
え
て
手
を
組
む
こ
と

に
な
り
、
次
第
に
波
乱
を
呼
ぶ
・
・ 

 

４
人
の
個
性
派
俳
優
が
ア
ク
シ
ョ
ン

と
心
理
を
演
じ
分
け
る
新
ら
し
い 

ウ
ェ
ス
タ
ン
・
サ
ス
ペ
ン
ス
。 

 

米
、
仏
、
西
、
羅 

 

監
督 

ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
デ
イ
ア
ル 

７
月
５
日 

公
開 

 

星 

３
つ 

「
ホ
ッ
ト 

サ
マ
ー
ナ
イ
ツ
」 

 

高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
ダ
ニ
エ 

ル
は
、
好
き
だ
っ
た
父
親
を
亡
く
し
部 

屋
に
こ
も
り
が
ち
で
、
母
親
が
、
叔
母 

の
住
む
避
暑
地
ケ
ー
プ
ゴ
ッ
ド
に
大
学 

が
始
ま
る
前
の
３
ヶ
月
間
気
分
転
換
に

送
り
出
し
た
。
ダ
ニ
エ
ル
は
そ
こ
で 

悪
で
有
名
な
ハ
ン
タ
ー
と
出
会
い
意 

気
投
合
す
る
。
２
人
は
時
間
を
過
ご
す 

う
ち
大
麻
を
売
り
さ
ば
く
ビ
ジ
ネ
ス
を 

始
め
、
軌
道
に
乗
せ
る
。
あ
る
日
、
ダ 

ニ
エ
ル
は
偶
然
に
、
会
う
事
を
禁
じ
ら 

れ
て
い
る
町
一
番
の
美
人
ハ
ン
タ
ー
の 

妹
マ
ッ
ケ
イ
ラ
に
出
会
う
・
・ 

 

青
春
を
彩
る
９
０
年
代
カ
ル
チ
ャ
ー

を
背
景
に
甘
く
切
な
い
夏
の
体
験
。 

 

米 

監
督
イ
ラ
イ
ジ
ャ
・
バ
イ
ラ
ム 

 

８
月
１
６
日 

公
開 

 

星 

４
つ 

 

「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
大
戦
」 

１
９
３
３
年
、
欧
米
列
強
と
の
対
立

を
深
め
軍
拡
路
線
を
歩
み
始
め
て
日
本
。

海
軍
は
世
界
最
大
の
戦
艦
を
建
造
す
る

計
画
を
極
秘
裏
に
進
め
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
の
海
戦
は
航
空
機
が
主

力
と
言
う
持
論
を
持
つ
山
本
五
十
六
少

将
は
巨
大
戦
艦
の
建
造
が
如
何
に
無
駄

づ
か
い
か
を
独
自
に
算
出
し
て
見
よ
う

と
考
え
た
。
山
本
は
１
０
０
年
に
一
度

と
言
わ
れ
る
天
才
数
学
者
、
櫂
直
（
か

い
た
だ
し
）
に
目
を
つ
け
た
。
山
本
の

熱
意
に
共
感
し
た
櫂
の
挑
戦
が
始
ま
る
。 

太
平
洋
戦
争
の
舞
台
裏
、
歴
史
的
衝

撃
の
ド
ラ
マ
。
ヤ
ン
グ
マ
ガ
ジ
ン
に

連
載
の
同
盟
漫
画
が
原
作
。 

東
宝 

監
督 
山
﨑
貴 

７
月
２
６
日 

公
開 
星 

４
つ 

 

 
 
 

 

  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

      
 
 
 
 

 

      

 

 

 
 

          

 

原
爆
投
下
で 

８
時
１
５
分
に 

止
ま
っ
た
時
計 

８
時
１
５
分
に 

止
ま
っ
た
時
計 

 

＊
新
会
員 

紹
介 

石
神
井
台 

丸
山 

英
子 

様 

 
 

 

 

お陰様で健生会 

創立３５周年 

記念式典＆祝賀会 開催 

１１月１１日（月） 

会場 ココネリホール 3F 

 
 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiIoMi538XXAhXIVrwKHaOfBQcQjRwIBw&url=https://jp.123rf.com/photo_23185901_%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%AB%E8%A3%85%E9%A3%BE%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%88-%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%80%81%E3%83%A2%E3%83%8E%E3%82%AF%E3%83%AD.html&psig=AOvVaw3ULIgm9Z46OfcJZ1zXRrXD&ust=1511010377482474
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話
の
ひ
ろ
ば 

  

■
「
あ
の
日 
あ
の
時
」 

シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
代
表 

荻
原 

冨
貴
子 

私
が
小
学
一
年
生
の
時
、
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
父
は
日
本
発
送

電
株
式
会
社
に
勤
務
し
て
い
て
、
私
達

家
族
は
清
水
に
あ
る
社
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
響
く
と
、
町
の
上
空
に
は
Ｂ
２
９
が

轟
音
を
た
て
な
が
ら
飛
行
し
て
行
き
ま

し
た
。
警
報
を
聞
い
て
、
勉
強
ど
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
上
級
生
に
手

を
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
、
三
保
の
松
原

を
走
り
ま
し
た
が
、
転
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
手
が
は
な
れ
て
も
皆
、
必
死
で

走
っ
て
振
り
向
か
ず
、
行
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
一
人
に
な
っ
て
、
幼
い
子
供

に
爆
弾
を
投
下
す
る
様
な
、
無
駄
な
事

し
な
い
だ
ろ
と
、
子
供
心
に
思
い
ま
し

た
。寂
し
く
も
な
い
、哀
し
く
も
な
い
、

涙
も
出
な
い
、
無
感
動
で
し
た
。 

戦
争
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
仕
方
無

い
と
思
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

社
宅
は
清
水
港
に
近
接
し
て
い
る

の
で
爆
撃
の
的
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
父
親
の
実
家
の
奥
秩
父
に

疎
開
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
昔
、
養

蚕
を
や
っ
て
い
て
、
何
人
も
泊
ま
れ
る

大
き
な
家
で
し
た
。
そ
の
後
養
蚕
を
や

め
て
、
祖
父
は
三
峰
神
社
で
経
師
職
人

と
し
て
、
屏
風
の
裏
打
ち
、
神
社
の
修

理
等
を
や
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

奥
秩
父
の
山
の
中
で
は
、
戦
争
の
影

も
な
く
、
兄
や
弟
達
は
川
で
釣
り
や
水

遊
び
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。 

戦
争
が
終
わ
り
、
清
水
市
三
保
の
社

宅
に
帰
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

祖
母
は
淋
し
く
な
っ
た
の
か
、
長
男
だ

け
は
置
い
て
行
け
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

父
が
迎
え
に
来
て
リ
ッ
ク
に
農
産
物
を

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
詰
め
、
母
と
共
に
そ

れ
を
背
負
い
、
幼
い
弟
、
妹
達
は
手
を

つ
な
ぎ
、
私
が
号
令
を
か
け
て
両
親
と

は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
秩
父
を
後
に

し
ま
し
た
。
上
野
駅
に
着
い
て
目
に
し

た
の
は
、私
と
同
じ
年
頃
の
子
供
達
が
、

黒
い
汚
れ
た
顔
で
身
体
を
隠
す
程
度
の

衣
類
を
身
に
ま
と
い
、
電
車
の
ガ
ー
ド

を
背
に
通
る
人
達
を
笑
っ
て
眺
め
て
い

る
光
景
で
し
た
。
三
十
人
位
居
ま
し
た

が
、
女
の
子
の
姿
は
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
何
処
に
い
て
、
何
を
し
て

い
る
の
か
気
が
か
り
で
し
た
。
男
の
子

達
は
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
嘆

か
ず
、
明
日
に
向
か
っ
て
、
希
望
に
眼

が
輝
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
彼
ら
は
ど
う
生
き
た
で
し
ょ

う
か
。
私
自
身
に
も
い
ろ
い
ろ
な
事
が

有
り
ま
し
た
。
今
、
平
和
で
豊
か
な
時

代
を
生
き
て
い
る
自
分
を
不
思
議
と
さ

え
思
い
ま
す
。 

     

■
「
箱
根
旅
行
の 

帰
り
に
立
ち
寄
る
」 

内
田 

稚
代 

５
月
の
連
休
に
娘
か
ら
会
社
の
山
荘
が

取
れ
た
の
で
一
緒
に
行
か
な
い
か
と
さ

さ
そ
わ
れ
箱
根
に
２
泊
し
て
帰
り
に
、

小
田
原
市
に
あ
る
「
一
夜
城
ヨ
ロ
イ
ズ

カ
フ
ァ
ー
ム
」
が
７
年
前
に
オ
ー
プ
ン

亡
き
女
優
川
島
な
お
美
さ
ん
の
夫
に
な

っ
た
鎧
塚
パ
テ
ィ
シ
エ
の
お
店
に
立
ち

寄
っ
た
。
相
模
湾
を
見
渡
せ
る
景
色
の

良
い
場
所
に
一
周
忌
の
時
に
建
て
ら
れ

た
「
川
島
鎧
塚
な
お
美
慰
愛
碑
」
が
あ

っ
た
。
其
処
に
刻
ま
れ
て
い
る
言
葉
は

「
私
は
蝶
と
な
っ
て
咲
き
み
だ
れ
る
お

花
か
ら
花
へ
と
舞
い
毎
年
咲
く
桜
と
な

っ
て
花
吹
ぶ
き
を
お
客
様
に
散
ら
し
、

た
わ
わ
に
実
る
果
実
と
な
っ
て
あ
な
た

の
作
品
と
し
て
美
味
し
く
お
皿
の
上
に

乗
り
ま
す
、
美
し
く
生
き
生
き
と
し
た

フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
は
私
の
夢
で
す
、 

そ
の
夢
を
か
な
え
て
下
さ
い
、
今
迄

あ
り
が
と
う
。
な
お
美
よ
り
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
な
お

美
さ
ん
は
女
子
大
生
ア
イ
ド
ル
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
女
優
と
し
て
活
躍
、

鎧
塚
氏
と
出
会
い
結
婚
、
１
年
後
に
患

っ
た
鎧
塚
氏
の
片
方
の
目
の
失
明
を
２

人
で
乗
り
越
え
る
が
結
婚
４
年
目
に
、

な
お
美
さ
ん
が
「
肝
内
胆
管
が
ん
」
と

診
断
さ
れ
た
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
舞

台
に
立
っ
て
い
た
が
、
出
来
な
く
な
っ

た
と
き
に
は
、
大
声
で
泣
い
た
そ
う
で

す
。
最
後
な
お
美
さ
ん
は
昏
睡
し
た
時

点
で
心
肺
も
停
止
し
て
い
た
が
鎧
塚
氏

が
な
お
美
さ
ん
の
名
前
を
叫
び
続
け
る

と
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
２
度

大
き
く
息
を
し
た
そ
う
で
す
。
彼
か
ら

の
止
ま
ら
ぬ
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
に
魂
で

応
え
た
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
だ
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

（
亨
年
５
４
才
） 

      

「
７
月
役
員
会
報
告
」 

７
月
１
日
（
月
） 

（
司
会 

柳
瀬
） 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３ 

１
０
時
～ 

 

 

 

 

川島鎧
よろい

塚
つか

なお実慰愛碑 
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「
７
月
役
員
会
報
告
」 

７
月
１
日
（
月
） 

（
司
会 

柳
瀬
） 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３ 

１
０
時
～ 

出
席
者 
青
木
・
保
坂
・
内
田
・
柳
瀬
・

山
﨑
・
土
橋
・
横
田
・
濱
・

橋
本
・
竹
内 

 
 
 
 

 

●
６
月
行
事
報
告 

＊「
大
江
戸
花
巡
り
」６
月
２
２
日（
土
） 

 

参
加
者
１
０
名
、
予
定
通
り
の
コ
ー

ス
で
実
施.

。 

再
開
発
で
代
官
山
も

景
観
・
街
並
み
が
、
素
晴
ら
し
く
変

化
し
て
い
た
又
、
市
川
先
生
の
ガ
イ

ド
も
事
前
調
査
を
綿
密
に
良
く
出

来
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い
一
日
で
し

た
。 

●
７
月
行
事
確
認 

＊
３
０
日
（
火
）「
納
涼
食
事
会
」 

 

参
加
者
２
０
～
３
０
名
を
目
処 

 

食
事
会
を
よ
り
楽
し
く
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
検
討
す
る
。 

●
「
８
月
号
ニ
ュ
ー
ス
内
容
と
分
担
」 

＊
夏
休
み
等
で
行
事
少
な
い
が
、
事
案

通
り
で
了
承
。 

●
８
月
行
事
案
内 

＊
行
事
予
定
を
了
承
し
た
。 

８
月
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
休
み
。（
や
す
ら
ぎ
会
・
ま
ゆ

の
会
・
安
心
安
全
ボ
ラ
（
南
町
小
）・

な
べ
さ
ん
の
湧
く
わ
く
講
座
＆
囲

碁
講
座
・
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
等
） 

●
そ
の
他 

＊
２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
の
件 

 

 

東
京
都
へ
提
出 

 
 
 

（
横
田
） 

＊
地
域
活
動
パ
ネ
ル
展
（
８
月
１
３
～

健
生
会
で
出
展
参
加 

 

（
山
﨑
） 

＊
地
域
他
団
体
と
の
連
携
化
の
件 

 

「
練
馬
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
の
会
」

と
の
文
化
事
業
等
連
携 

 

（
保
坂
） 

＊
「
ア
ジ
ア
音
楽
舞
踊
演
奏
会
」
９
月

２
７
日 

文
化
セ
ン
タ
ー
（
青
木
） 

 
 

 

○
役
員
会
終
了
後
１
１
時
３
０
分
～ 

３
５
周
年
実
行
委
員
会
と
し
た
。 

＊
「
記
念
誌
」
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の 

 
打
合
せ
、
印
刷
・
校
正
・
完
成
等
の

報
告
と
検
討
を
し
た
。 

＊
次
回
記
念
誌
編
成
確
認
会
開
催 

 

７
月
８
日
（
月
）
１
３
時
～ 

 
 

コ
コ
ネ
リ
３
Ｆ 

 

○
次
回
役
員
会
８
月
５
日
（
月
） 

 

コ
コ
ネ
リ
・
多
目
的
室
１ 
１
０
時 

＊
校
正
８
月
２
２
日
（
木
） 

 
 
 
 

コ
コ
ネ
リ
・
多
目
的
室 
１ 

＊
印
刷
・
発
送
８
月
２
８
日
（
水
） 

 
 
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
会
議
室 

 
 
 
 
 
 
 

（
報
告
） 

竹
内 

     

◆ 

お
知
ら
せ 

◆
「
歩
こ
う
会
」 

「
小
石
川
後
楽
園
」 

水
戸
黄
門
ゆ
か
り
の
名
園
、 

日
時  

８
月
２
１
日 

(

水) 

集
合 

９
時 

大
江
戸
線 

 
 
 
 

練
馬
駅
改
札
口
前 

会
費 

昼
食
と
入
園
料
２
０
０
０
円

（
入
場
料
３
０
０
円
・
６
５
歳
以
上
１
５
０
円
） 

１
０
時
～
１
２
時 

庭
園
観
賞 

 

１
２
時
半
～
１
４
時 

涵
徳
亭
に
て 

申
込
は
８
月
１
５
日
迄
・
先
着
１
５
名 

※ 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

☎
０
９
０ 

９
８
３
３ 

８
８
１
５ 

 

保
坂 

☎
０
９
０ 

４
０
０
０ 

１
２
１
５ 

 

土
橋 

 ◆
「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
」 

８
月
９
日
（
金
） 

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ
マ
・
豊
島
園
に
て 

＊
鑑
賞
作
品
と
集
合
時
間
は
、
一
週
間

前
に
決
ま
り
ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
か
、
担
当

柳
瀬
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

☎
０
８
０
―
５
４
１
７
―
７
７
９
０ 

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆
「
囲
碁
ク
ラ
ブ
」 

７
月
１
８
日
・
豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー 

渡
邊
一
雄 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

小
泉
庄
三 

他
１
０
名 

◆
ニ
ュ
ー
ス
（
割
付
・
校
正
）
１
１
名 

６
月
１
８
日
（
火
））
コ
コ
ネ
リ 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

内
田
稚
代 

 

山
﨑
隆
司 

横
田
邦
彦 

土
橋
昌
子 

濱
寿
美
子 

柳
瀬
紀
子 

橋
本
光 

竹
内
善
治 

竹
内
律
子 

◆
ニ
ュ
ー
ス
（
印
刷
、
発
送
）
１
４
名 

６
月
２
６
日
（
水
）
学
習
セ
ン
タ
ー 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

内
田
稚
代 

土
橋
昌
子 

山
﨑
隆
司 

竹
内
善
治 

柳
瀬
紀
子 

荒 

京
子 

内
田
ま
さ
子 

橋
本
光 

 

落
合
澄
子 

今
村
安
江 

高
山
節
子 

嶋
木
和
子 

 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
」 

７
月
・
小
茂
根 

高
村
直
子 

清
水
マ
ツ
子 

 

篠
崎
玲
子 

菅
原
美
佐
子 

八
木
ふ
み
子 

◆
「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会 

７
月
１
２
日 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
６
階 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
２
０
人
分 

篠
崎
玲
子 

清
水
マ
ツ
子 

水
野
清
子 

土
橋
昌
子 

◆
「
南
町
小
学
校
安
心
安
全 

 

７
月 

内
田
稚
代 

内
田
ま
さ
子 

◆
「
や
す
ら
ぎ
会
」
切
手
整
理 

７
月
１
２
日 

８
名 

２
６
日 

 

名 
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２０１９年（令和元年）８月 行 事 案 内 
 

▼  ２日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児医療療育センター 

▼  ５日（月）１０：００「役員会」ココネリ・多目的１・午後年記念誌編集委員校正 研修室４ 

▼  ９日（金） 詳細未定「シネマクラブ」ユナイテッドシネマ豊島園 

▼  ９日（金）１０：００「きららカレー作り」豊玉すこやかセンター  

▼ １６日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児医療療育センター 

▼ ２１日（水） ９：００「歩こう会」小石川後楽園 練馬駅大江戸線改札口 9時 

▼ ２２日（木）１０；００「ニュース校正」ココネリ多目的１・午後年記念誌編集委員  

▼ ２８日（水）１０：００「印刷・発送」練馬区立生涯学習センター会議１ 

 

         

８月お休みサークル＆ボランティア 

やすらぎ会・まゆの会・南町小安心安全 

なべさんの湧くわく講座＆囲碁講座 

練馬シルバー・コーラス 

 

 

 

編 

集 

後 

記 

今
年
の
７
月
は
例
年
と
違
い
涼
し
く
て
凌
ぎ

や
す
か
っ
た
が
、
後
半
に
な
っ
て
急
に
暑
く
な
り

ま
し
た
。
今
、
８
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
を
割
り
付
け

編
集
を
し
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
暑
い
！ 

冷
た
い
飲
み
物
や
、
冷
え
た
果
物
で
、
補
給
し
な

が
ら
作
業
し
て
い
る
。 

７
月
３
０
日
は
納
涼
食
事
会
だ
が
、
何
時
も
に

な
く
、
出
席
者
が
殺
到
！ 

人
数
の
予
想
が
た
て

に
く
い
、
こ
れ
以
上
席
を
作
れ
な
い
ほ
ど
に
な
っ

た
。
何
班
か
に
分
か
れ
て
役
員
が
案
内
す
る
。 

そ
し
て
食
事
会
が
終
わ
る
と
、
９
月
に
高
田
氏

の
映
画
の
話
、
講
演
が
あ
る
。
こ
ち
ら
も
大
勢
の

参
加
を
、
お
願
い
し
た
い
。 

健
生
会
創
立
３
５
周
年
の
記
念
誌
発
行
の
原

稿
も
ほ
ぼ
揃
っ
た
の
で
、
８
月
の
暑
い
最
中
が
丁

度
校
正
す
る
の
に
編
集
委
員
は
集
ま
っ
て
作
業

を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
式
典
に
関
す
る
担

当
等
の
検
討
会
も
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

夏
休
み
も
役
員
は
忙
し
く
な
っ
て
行
く
。 

皆
様
に
お
い
て
は
、
ど
う
ぞ
熱
中
症
に
十
分
気

付
け
て
暑
さ
を
乗
り
き
っ
て
く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
１
１
月
１
１
日
の
健
生
会
創
立
３
５

周
年
式
典
＆
祝
賀
会
に
会
員
の
皆
さ
ん
と
外
部

の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
と
、
共
に
お
祝
い

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
予
定
に
入
れ
て
お
い
て 

下
さ
い
。 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

Ｃ
・
Ｕ 

 

 
 

例会； 映 画 の 中 の『 笑 い と 人 生』 入場無料 

～優れた笑いにはペーソスがある～笑いとペーソス、それが人生だ！ 

 講師：高田 健治 氏 

 日時：９月６日（金）９：３０～１２：００ 
 場所：ココネリホール３Ｆ（練馬駅） 

☆ シネマクラブ講師 高田健治氏のお話とフィルム上映♪  

４人の喜劇王、～チャップリン、キートン、 

森繫久彌、渥美清～ の名場面から…どんな作品が 

上映されるのか？乞うご期待 ‼ お楽しみに！ 

 連絡先：080 5417 7790 柳瀬、090 9833 8815 保坂 
 

  
 

 


